
























































































Van Demarkら（1970）は、18 歳と 19 歳の 39 名
の口蓋裂患者（唇裂：男 4名　女 4名、唇顎口蓋裂： 








Richman（1983）は、15 歳から 18 歳の 30 名の唇
顎口蓋裂患者を対象に調査を行い、質問紙法で、適応
良好群と不適応群の 2群に分けた。次に、その唇顎口




Straussら（1988）は、13 歳から 19 歳の 102 名（唇


































ら 29 歳（平均 24 歳）の片側性完全唇顎口蓋裂患者






























1989 年、1992 年、1994 年の一連の調査を行った。
1989 年の調査では、6 歳から 9 歳の唇裂群 13 名、




1992 年の面接による調査では、調査対象 495 名（唇
裂 55 名、唇顎口蓋裂 235 名、口蓋裂単独 205 名）を
裂型に基づいて 3 群に分けるとともに、5~9 歳、














側性唇顎口蓋裂群（男 15 名　女 10 名）、両側性唇顎
















裂単独）群 159 名、対照群 128 名の 3群であり、更に、






















と裂が見えない群（22 名）を、更に、10 歳、15 歳、

























女を、評定者として、7~8 歳、9~11 歳、12~14 歳、






































る力）を網羅する 48 項目（本人が感じること 30 項目、
出来事の叙述 18 項目）から成る質問紙による調査を、
頭部顔面奇形のクリニック 5施設（アメリカ合衆国 4















Ⅲ部　Youth Quality of Life Instrument-Facial 
Differences Module＊（YQOL-FD）　の紹介
＊  Donald L. Patrick, and Todd C. Edwards
University of Washington
Seattle Quality of Life Group





Patricら（2007）　の論文（Measuring the Quality 































































全く当てはまらないを 0 、大いに当てはまるを 10 と

























































specific quality of life assessment in adolescents. 
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全く当てはまらないを 0 、大いに当てはまるを 10 と































             全くない　　　　　おそらく、手術は受けない
             はっきりしない　　おそらく、手術を受ける
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